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研究成果の概要（和文）：2019年3月31日までに7施設より55症例85個のリンパ節が登録された。８５個のリンパ
節のうち偽陽性が１２個、偽陰性が１個であった。偽陽性のリンパ節は厚み５ｍｍから８㎜のものが多く、偽陰
性のものは厚み６ｍｍで偽陽性、偽陰性ともにある特定の施設に多い傾向があり、今後の教育、指導体制を立て
るにあたって、今回の結果が役立つものと思われた。

研究成果の概要（英文）：Fifty-five cases of 85 lymph node was registered from 7 establishments by 
March 31, 2019. False positive among 85 lymph nodes were 12 lymph nodes, and false negative was 1. 
These false positive lymph nodes were ranged from 5 mm to 8mm in thickness, and the false negative 
lymph node was 6 mm in thickness.
These false-positive and false-negative lymph nodes tended to be found in the specific facilities, 
and these results would be useful to make future's education and guidance system.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究で、クラウド型データベースに登録された症例の臨床データや画像データは、多施設研究においてリ
アルタイムにどの施設からも登録状況や詳細な動画も含む画像を確認することが可能で、調査を進めながらその
場で問題点を見つけていくことが可能で、非常に効率よく、超音波による頭頸部扁平上皮癌の頸部リンパ節転移
の早期診断に役立つ、標準化された診断基準の確立に役立つものであった。かつては施設ごと、医師ごとに個別
に施行されてきた頭頸部癌診療を、多くの施設での共通認識とすることにも役立つことが分かった。作成された
診断基準をもとに行う超音波診断教育およびトレーニングにもこれらのデータを活用できるものと思われた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 頭頸部癌診療は、かつては施設ごと、医師ごとに個別に施行されてきた。特に頸部リンパ節転
移診断においては、画像診断の中でも個々のリンパ節を診断することができる超音波診断は、
その有用性は知られていても、なかなか普及するには至っていなかった。 
 
２．研究の目的 
診断精度が高く有用な超音波診断による頭頸部癌頸部リンパ節診断に活用するための標準的手
法と診断基準を作成することで、頭頸部癌診療の質向上を目指す第一歩として、診断基準作成
とその検証を目的とした。 
 
３．研究の方法 
これまでの基礎的研究結果から作成された頸部リンパ節転移超音波診断基準案をもとに多施設
で、術前の頸部リンパ節転移超音波診断と手術による摘出リンパ節所見および病理診断結果と
対比させて診断基準の有用性と、検査手技習得状況につき検討した。 
 
４．研究成果 
2019 年 3月 31 日までに 7施設より 55 症例 85個のリンパ節が登録された。 
最終的に参加登録可能施設が７施設（神奈川県立がんセンター、名古屋大学、鳥取大学、国立
病院機構四国がんセンター、金沢医科大学、新潟がんセンター、愛知県がんセンター、）となり、
それぞれの施設から 18例、13例、9例、6例、4例、3例、2例、合計 55症例、85個のリンパ
節が登録された。 
全症例で、クラウド型のデータベースに、必要な文字データおよび画像データが適切に登録さ
れていた。 
検討対象のリンパ節の厚みは３ｍｍから２３ｍｍであった。 
８５個のリンパ節のうち偽陽性が１２個、偽陰性が１個であった。偽陽性のリンパ節は厚み５
ｍｍから８㎜のものが多く、偽陰性のものは厚み６ｍｍで偽陽性、偽陰性ともにある特定の施
設に多い傾向があり、今後の教育、指導体制を立てるにあたって、役立つ傾向がさらに明確に
なるものと思われた。 
さらにリンパ節の部位、原発部位、診断装置や診断環境条件なども調査項目に含まれているた
め、さらに詳細な解析および検討を行っていく予定である。 
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